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活用効果評価結果

平成26年度 中部地方整備局　／　新技術活用評価会議
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経済性 B A C D D B C C C

工程 C C C C C C C C C

品質・
出来形

C C B C C C C C C

安全性 C C C C C C B C C

施工性 C C C C C C C C C

環境 A B B C B B C B C

その他

C B C C C C C C

施工者希望型(契約前提案)
施工者希望型(契約前提案)
施工者希望型(契約後提案)
施工者希望型(契約前提案)

施工者希望型
施工者希望型

施工者希望型(契約後提案)

（従来技術　：塗装合板）
（従来技術　：塗装合板）
（従来技術　：塗装合板）
（従来技術　：塗装合板）
（従来技術　：塗装合板）
（従来技術　：塗装合板）
（従来技術　：塗装合板）

橋梁上部工工事
橋梁上部工工事
橋梁上部工工事
橋梁上部工工事
橋梁上部工工事
橋梁上部工工事
高架橋工事

コンクリート工　－　コンクリート工　－　型枠工　－　一般型枠工

新技術名 かたわくエコちゃん

比較する従来技術（従来工法） 塗装合板

新技術の概要及び特徴
本技術は、ポリプロピレン樹脂と有機廃繊維を複合化することによってコンクリート型枠用合板の表皮材を開発し、従来の塗装合板と比較して耐
久性の高いコンクリート型枠用合板を実用化したものである。
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開発目標 耐久性の向上、地球環境への影響抑制、省資源・省エネルギー

新技術登録番号 CG-080020-A 区分 材料 有用な技術の位置づけ -

分類

活用効果評価

所見

次回以降の評価に対
する視点と評価の必要
性

活用効果調査及び活用効果評価を継続する技術としての選定要件にあてはまらないため継続調
査は実施しない。
よって、情報種別記号「－VE」とする。

項目の平均（点）と従来技術（従来工法）（点）の比較

留意事項

活用効果調査表にお
ける改良点及び要望

【優れていた所】
・型枠の耐久性が向上することにより、転用回数が増加し、トータルコストの縮減と型枠廃材による産業廃棄物の減少が図られている。

【劣っていた所】
・該当なし。

・現場条件により転用回数が少ない場合、申請情報の経済性と異なるケースがある。

・該当なし。

活用効果調査
結果
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施
工
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総合評価点

項目の
平均(点）

従来技術
(従来工法)

（点）

追跡調査

各項目における判定

－ － － －

追跡調査の必要性 不要

今後、当該技術を活用
出来る工事に活用した

いか

今後も是非活用したい 活用を検討したい
場合によっては活用す

ることもある
技術の改良を強く望む

A 従来技術より極めて優れる
B 従来技術より優れる
C 従来技術と同等
D 従来技術より劣る
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工程

品質・

出来形

安全性

施工性

環境
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